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クリプトコックス髄膜脳炎
明星志貴夫
実地修練中に，クリプトコックス髄膜脳炎を観察
したので報告する。
症例: 63才女性，主婦
主訴: 発熱
現病歴: 生来健康であった。昭和 40年 5月中旬
感冒にかかり，高熱が続ふ某医の治療を受けてい 
たが，下熱せず 5月 24日入院した。
既往歴:特記すべきことはなく，発病前fC.，抗生
物質，ステロイドホ Jレモンを使用した乙とはない。
入院時所見: 体格中等。栄養不良。貧血，皮下
出血はなし。体温380C，分時脈拍 80，正，血圧 126
一80mmHg。リンパ腺腫脹はなl，'。口蓋，咽頭粘膜
は尋常。項部強直はない。心肺は理学的に尋常。腹
部では肝を肋骨弓下， 2横指lζ触れるが，硬度は軟，
表面は平滑である。両下肢に浮腫はなく，反射は尋
常であった。
検査所見: 血沈 1時間値 22mm，Hb 74%，赤
血球400万，白血球7100，、百分率は正常。尿および
便には異常がない。肝機能は尋常。 Widal，Wasser同 
mann反応陰性。血液，尿および便の培養では，異
常がなかった。眼底は KWIIa型，乳頭は尋常。 
EKGは尋常。胸部X線所見には異常がない。
入院後の経過: 380C前後の稽留熱がつづき， SF， 
CP，SM，PC，およびプレドニゾロンを使用したが，
下熱はしなかった。第3病日からあった頭痛が漸次 
増強し，項部強直が出現したので腰椎穿刺を行なつ
た。髄液所見は，初圧220mm水柱， 7ml採取後，
終圧 100mm水柱，白濁，細胞数 70/3，Nonne-
Apelt，Pandyはともに C+)であった。沈漬から
は， Cryptococcus neoformansを検出，クリプト
コックス髄膜脳炎と診断した。 AmphotericinB 10 
mg/日の点滴静注を試みたが，悪感戦傑，チアノー
ゼが出現したので， 6月 15日から 24日までに，総 
量40mgしか使用できず， 6月 27日昇天した。
考案: 本症は， 日本では，稀な疾患であったが，
近年増加している。原因は，広域性抗生物質の長期
使用後の交代菌現象，副腎皮質ホ jレモンによる炎症
反応の低下などがあげられる。 Cryptococcusneo・
formansは，鳩の巣，土中に分布し，人体へは，肺
を侵入門とし，全身，特に髄膜，脳実質に播種巣を
作る。 Coxの集計によると，中枢神経系のみの本症
は，全例の 50%，肺と中枢神経の両者に病変のある
もの 15%.他 35%は，全身性感染の例である。全
例の 18%!"L，淋巴腺の腫脹をみる。肺クリプトコ
ックス症は，無症状に経過し，髄膜炎を起 ζしてか
ら気づかれる ζとが多い。本症は，また，結核，腫
蕩，血液疾患等の重篤な基礎疾患に合併することが
多い。本症例について考察してみると，発病前に，
抗生物質，ステロイドホルモンを使用したことはな
く，重篤な基礎疾患もなかった。また，患者は，鳩
を飼育したことはない。治療には， Amphotericin 
Bが有効であるが，副作用として，悪感戦傑，皮膚 
発赤，発熱，注射個所の静脈血栓性静脈炎，胃腸障
害，腎障害が，多いと云われ，本例でも，悪感戦傑
チアノーゼ，蛋白尿を観察した。副作用の軽減に
は，下熱薬，ステロイドホ Jレモンが有効であると云
うが，本例には効果がなかった。本症の死亡率は，
90%以上であるが，肺に病巣が限局しているうち
に，治療すれば予後は良いと云う。今後は，早期発
見と予防，および，副作用の少ない抗真菌性物質の
開発が望まれる。 
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